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◇第 86項 初任給調整手当廃止の根拠ついて 
 

 ・これまでの手当は、世間との水準を調整し、人材を確保するために必要だったが、初任

給を引き上げることによって十分に確保できることから廃止とした。 

 ・初任給については、他の企業と比べ、都市手当等を加味しても遜色ない。 

◇第 87項 日直・宿直手当の見直しが必要になる根拠について 
 

 ・見直しについては、関係法令に定められた水準（1 日平均賃金の 1/3）に抵触する場

合、見直しが必要となる。 

◇第 88項 役割手当支給者に対する超勤の計算方法について 
 

 ・役割手当は、下式のとおり、1時間当り賃金額の計算に含めて算定する。 

 

 

 

 ・途中で役割が変更になった場合の計算方法は現行と同様に日割り計算となる。 

◇第 89項 『長・助役』発令者の 5・6 号俸加算の新制度における取り扱いについて 
 

 ・任用の基準に則り運用している。 

・指定職発令時に、取り扱いとして減じることは現行と変わらない。 

 ・。 

次回交渉(医療)は、 

９月１日予定 

◇第 91項 号俸管理をなくした場合の組合員の賃金把握の方法について 
 

 ・制度移行時の金額がわかれば、その後は金額管理なので単純に計算していくしかない。 

 ・本人にとってもシンプルでわかりやすいつくりになっている。 

1 時間当り賃金額＝ 
１４９．９ 

基本給＋都市手当＋役割手当 

（←運転士の所定労働時間） 


